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今後数十年間、固体電解質系を用いた化学エネルギー変換技術が脱化石燃料・脱原子力時代の根幹技術

であり続けることは想像に難くない。そのとき、固体電解質利用光・化学変換、熱・化学変換などの技術

を含め、如何にして固体電解質系の電極反応過程を理解し、この電極反応を掌に出来るかが、大きな焦点

となることは自明である。 

 本講演では、表記電極反応の話題を中心に、ジルコニアの低温相図、固溶体形成の際に現れる導電率極

大の意味の考察、応力と導電率、O-放出現象などにも必要に応じて触れることにする。表記の内容につい

ては、下記文献(1-3)に、可成り丁寧に、しかも研究動機や疑問になりそうなことに特に焦点を当てるよ

うにして書いてあるので、本講演後も、それらも参照された上で、さらに議論頂ければ極めて幸いである。 
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